
高齢者が使いやすく
気軽に立ち寄れる店に課題

　八幡平市の平館地区、近隣にスーパーや金融機関が立ち並
ぶ至便な市道沿いに店を構える衣料品店「みやの」。取扱品
目は婦人服が中心で、ほかに学生の制服や体操着、紳士衣料
も扱っている。
　主たる顧客は近隣の高齢女性だ。かつては地区に５軒の衣
料品店があったが、高齢化と人口減少の影響で廃業が続き、
現在まちに残る唯一の衣料品店となっており、買い物や金融
機関の帰りに立ち寄っておしゃべりを楽しみながら買い物を
して帰る高齢女性客が多い。まちの寄り合いサロンとしての
役割をも果たしている。
　しかし、この店の２代目の経営者は、高齢客にとって必ず
しも利用しやすい店づくりになっていないことが気になって
いた。店の試着室は手すりがないため、腰や膝を痛めている
高齢顧客にサポートが必要なケースが増えてきた。
　トイレも手擦りのない和式のため、わざわざ近隣スーパー
や銀行に立ち寄ってから来店するという話を顧客から聞いた
こともあった。顧客にとって使いにくい店では、来店頻度が
減り、販売チャンスを逃してしまうのではないかという危惧
を感じていた。
　また、2015年に義父である先代から店を引き継いだが、
債務も多かったため、債務の圧縮も急務の課題となっていた
ことから、八幡平市商工会に相談を寄せた。

借入金の見直しで健全化し
店舗改装で来店しやすい店へ支援

　商工会の支援で真っ先に取り組んだのが、債務の見直しだ。
高金利の短期借り入れ資金を、長期借入への借り換えを提案
し、財政的な資金流出に歯止めをかけた。
　続いて、小規模事業者持続化補助金を活用して店舗の改装
に着手した。同店では、高齢者が好むデザインなどのファッ
ション性はもとより、着心地や素材にこだわりをもち、着用
が楽な日常服をコンセプトに商品を仕入れている。このこだ
わりの商品の良さを、気軽に安心して試着できるようにして
納得して選んでもらいたいと、フィッテイングルームを一新。
床の段差をなくし、支えにできる壁を設けて安全性を高め、
中には腰掛けて着替えられるよう椅子も設置した。

試着の煩わしさが解消したことで、衣類だけでなく、靴やバッ
グ、帽子などもトータルでコーディネート提案しやすくなっ
たほか、同店の強みである裾上げ・袖上げ、肩幅やウエスト
などのサイズ直しなどのきめ細かなサービスの充実を図るこ
とができた。
　改装後のセールでは、前年比105％の売り上げを記録し
た。経営者は、「既存客の信頼度を向上させることにより地
域になくてはならない店づくりに邁進したい」と意気込みを
語っている。

支援の経過
期間 支援内容
2016年8月 短期借入の長期借換提案
2017年1月 診断士による店舗診断の実施支援

4月 新規資金の投入など金融支援
2018年4月〜
2019年1月 持続化補助金の申請・実行・精算支援
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高齢者に優しい店舗づくりと
顧客ニーズをとらえたサービスで販路開拓
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